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まず過去の公害問題から現在の地球環境問題への変遷を理解し，環境と安全に対する認識を高める。次いで，様々な環

境問題に対して講じられてきた政策について学ぶ。さらに，科学技術を駆使して行なわれている具体的な環境安全対策に

ついて学ぶ。総じて，地球環境問題を客観的かつ論理的に理解し，さらに，環境問題を考える上でも欠かせない安全とい

う概念を理解し持続可能な社会を指向できるようになることを目指す。 

 

 

ⅸ)科学・技術の最前線 

 

科学・技術の最前線（Frontiers of science and technology） 

伊原  学 教授  木村 宏 教授  田口 英樹 教授 中島  章 教授 松永 三郎 教授  

村上  聡 教授  山口 雄輝 教授  畑中 健志 准教授  大橋  匠 助教  西森 秀稔 特任教授 

岩坂 輝之 非常勤講師 児玉 親亮 非常勤講師 高瀬 覚 非常勤講師  長井 志江 非常勤講師  

藤澤 俊雄 非常勤講師 札野 順 非常勤講師 丸山  宏 非常勤講師  陸  鐘驍 非常勤講師  

1-0-0  1Q  

I 理学院，工学院，物質理工学院，情報理工学院，生命理工学院，環境・社会理工学院の担当教員が招聘する世界第一

線の科学者・技術者の行う講義を通じて，科学・技術のトップランナー達がどのような考え方で課題に向き合っている

のかを体感し，学生個々が大学でどのように学修してゆくかを考える。各学院の最先端の科学・・技術をまとめて紹介す

る唯一の授業であるとともに，科学・・技術倫理の導入授業も実施するため，専門学修の端緒として重要な内容である。 

Ⅱ 初年次生を対象とし，学生は４グループに分かれ，各グループの学生は各学院の提供する全ての講義を順番に受講す

る。 

なお，本科目の再履修はできない。 

 

 

ｘ）創造性育成 

 

ものつくり（Mono-Tsukuri (Craft and Design)） 

遠藤  玄 教授  齊藤 卓志  准教授  1-0-1  2Q 

実際の機械工作や，CAD（コンピュータ支援設計）と3Dプリンタを用いた最先端のモデリング，ワンチップマイコンを用

いたプログラミングなど，実際の「ものつくり」を通して，理論，設計，製作，評価という一連のプロセスを実際に体験

する。これにより，「ものつくり」の楽しさを体験しながら，モデリングと実際との相違に自ら気づき，創意工夫の重要

性を学ぶことで，課題解決力や創造性を身につける。 
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Ⅴ 日本語・日本文化科目  
 
 

日本語第一（Japanese 1）  

佐藤 礼子 准教授  榎原  実香 講師  0-1-0  1Q   

 留学生を対象とする。語彙，文法等を確認・整理しながら，日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語

運用能力を高める。特に論文・レポートの書き方を学ぶ。論文・レポートのトピックは自分で仮説を立て，簡単な実験を

行う。それにしたがって「問題」「目的」「方法」「結果」「考察」「結論」「文献」の書式で記載する技術とルールを身につ

ける。なお，日本語第二も継続して受講することを前提とする。 
 

日本語第二（Japanese 2）  

佐藤 礼子 准教授  榎原  実香 講師  0-1-0  2Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。この科目において

は作成した論文・レポートにもとづいて，それらを伝える技術を身につける。なお，日本語第一を受講していることを前

提とする。 
 

日本語第三（Japanese 3）  

佐藤 礼子 准教授  榎原  実香 講師  0-1-0  3Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。日本語第一では，

論文・レポートの書き方を学んだが，とりわけ，その中でも難しい，根拠・理由を述べる方法について取り上げる。「自

分の好きなもの（こと）」をどのように根拠・理由を示していくかを考え，具体的方法論を身につけていく。なお，日本

語第四も継続して受講することを前提とする。 
 

日本語第四（Japanese 4）  

佐藤 礼子 准教授  榎原  実香 講師  0-1-0  4Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。日本語第二では，

論文・レポートの発表方法を学んだが，その中でも根拠や理由を述べる方法については，復習を兼ねて練習するとよい。

「自分の好きなもの（こと）」を説明するためには，どのような述べ方，聞き手に伝える技術が必要かを考え，具体的方

法論を身につけていく。なお，日本語第三を受講していることを前提とする。 
 

日本語第五（Japanese 5）  

山元 啓史 教授  0-1-0  1Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。特に読書とそれを

理解するための文化はどのように学ぶかについて重点的に学ぶ。特に日本語で書かれた長編の読み物を読破した経験を積

むことにより，日本語を生きたことばとして柔軟に読みこなせるようにする。書籍を 1 冊選び，それを読み解くために必

要な知識とは何かを考え，その知識の入手技術も身につける。また，その本の魅力を，プレゼンテーションの形式で，他

の留学生に伝える技術を養う。 
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日本語第六（Japanese 6）  

山元 啓史 教授  0-1-0  2Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。この科目では，前

の学期で得た伝える技術を元に，書籍・映画・ドラマ・漫画・アニメから 1 作品選び，その魅力を，ミニポスターの形式

で，他の留学生に伝える技術を養う。その作品の内容を踏まえて，どの順番で，どのような表現で伝えればよいかを考え，

実際にポスター発表を行う。 
 

日本語第七（Japanese 7）  

山元 啓史 教授  0-1-0  3Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。この科目は日本語

学習の最終段階と位置づけ，これまでにおこなってきた自分から発する日本語技能ではなく，他から発する情報とその場

で要約し，結論を述べる技能を養う。具体的には，セミナーを開く技術とは何かを考え，セミナーの題材，セミナーの運

び方，オーディエンスの役割などを実演しながら考え，その技術を身につける。 
 

日本語第八（Japanese 8） 

山元 啓史 教授  0-1-0  4Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。この科目では，ク

ラスメートをオーディエンスとして，セミナーを開き，その話題提供者と司会者を演じる。「持続可能な開発目標（SDGs）」
の取り組み事例から１例選び，その事例について調べ，話題を提供し，オーディエンス同士に質問し，議論に誘い，結論

をまとめ述べて，セミナーを終了するまでの技術を身につける。 
 

日本文化演習：適応（Japanese Culture : Adaptation） 

佐藤 礼子 准教授  榎原  実香 講師  小松  翠 講師  0-1-0  1Q 

 留学生を対象とする。東工大立志プロジェクトで必要となる，大人数講義で情報を聞き取りまとめる能力，グループワ

ークに参加するために必要な能力を身につける。また，異文化間コミュニケーションの概念と方法論を用いて，異なる背

景や文化をもつ人々がともに生きるために必要となる対話の手法を学ぶ。 

 
日本文化演習：日本学（Japanese Culture : Japanology）  

山元 啓史 教授  0-1-0  4Q  

 留学生を対象とする。広く日本に関わる問題，政治・経済・社会・教育・芸術・文化を世界各国との比較を通して考え

る。テーマを自分で選び, 自分の国との比較を行い, その類似性と異質性について具体的に調べる。来日以後, 日頃感じ

ている違いを具体的な根拠を示して説明することを学ぶ。日本学に関する論文を読み, 関連学術分野における説明の仕方

を学ぶ。後半では, プレゼンテーションを行い, クラスメートからの意見を参考に, 最終レポートの執筆を行う。 

 

日本文化演習：ことばと文学（Japanese Culture : Language and literature）  

山元 啓史 教授  0-1-0  2Q  

 留学生を対象とする。本講義では，より高度な日本語の学習と日本文学を読みこなす上での基本的な知識をディスカッ

ションを通して学ぶ。文学には，現代語に関わる重要な前提が豊富に含まれている。題材は「古典文学」「近代文学」「現

代文学」などを取り上げる。３種類の言語の特徴がわかるように教材を用意し，学生同士が自分が気づいた日本文学のお
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もしろさを紹介する授業を行う。コース最終回では，日本文学紹介発表会を行う。 

 
日本文化演習：ことばと社会（Japanese Culture :Language and society）  

山元 啓史 教授  0-1-0  1Q  

 留学生を対象とする。本講義では，より高度な日本語の学習と日本社会におけるさまざまな問題をディスカッションを

通して学ぶ。「鎖国・開国」「軍事・戦争」「教育・受験」「産業・消費文化」「インターネット社会」などグローバル化の歴

史を概観できる授業を行う。授業での例をもとに，「格差社会」「少子高齢化」「地球温暖化」他，自分たちでテーマを選

び，グループ毎に発表会を行う。発表会は「紙芝居」「ボードゲーム」「人生ゲーム」「マンガ」など興味ある形で自他の発

表を通してより多くの情報が整理できるように行う。 
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日本語第六（Japanese 6）  

山元 啓史 教授  0-1-0  2Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。この科目では，前

の学期で得た伝える技術を元に，書籍・映画・ドラマ・漫画・アニメから 1 作品選び，その魅力を，ミニポスターの形式

で，他の留学生に伝える技術を養う。その作品の内容を踏まえて，どの順番で，どのような表現で伝えればよいかを考え，

実際にポスター発表を行う。 
 

日本語第七（Japanese 7）  

山元 啓史 教授  0-1-0  3Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。この科目は日本語

学習の最終段階と位置づけ，これまでにおこなってきた自分から発する日本語技能ではなく，他から発する情報とその場

で要約し，結論を述べる技能を養う。具体的には，セミナーを開く技術とは何かを考え，セミナーの題材，セミナーの運

び方，オーディエンスの役割などを実演しながら考え，その技術を身につける。 
 

日本語第八（Japanese 8） 

山元 啓史 教授  0-1-0  4Q 

 留学生を対象とする。日本語技能の養成をはかり，学部学生として必要な日本語運用能力を高める。この科目では，ク

ラスメートをオーディエンスとして，セミナーを開き，その話題提供者と司会者を演じる。「持続可能な開発目標（SDGs）」
の取り組み事例から１例選び，その事例について調べ，話題を提供し，オーディエンス同士に質問し，議論に誘い，結論

をまとめ述べて，セミナーを終了するまでの技術を身につける。 
 

日本文化演習：適応（Japanese Culture : Adaptation） 

佐藤 礼子 准教授  榎原  実香 講師  小松  翠 講師  0-1-0  1Q 

 留学生を対象とする。東工大立志プロジェクトで必要となる，大人数講義で情報を聞き取りまとめる能力，グループワ

ークに参加するために必要な能力を身につける。また，異文化間コミュニケーションの概念と方法論を用いて，異なる背

景や文化をもつ人々がともに生きるために必要となる対話の手法を学ぶ。 

 
日本文化演習：日本学（Japanese Culture : Japanology）  

山元 啓史 教授  0-1-0  4Q  

 留学生を対象とする。広く日本に関わる問題，政治・経済・社会・教育・芸術・文化を世界各国との比較を通して考え

る。テーマを自分で選び, 自分の国との比較を行い, その類似性と異質性について具体的に調べる。来日以後, 日頃感じ

ている違いを具体的な根拠を示して説明することを学ぶ。日本学に関する論文を読み, 関連学術分野における説明の仕方

を学ぶ。後半では, プレゼンテーションを行い, クラスメートからの意見を参考に, 最終レポートの執筆を行う。 

 

日本文化演習：ことばと文学（Japanese Culture : Language and literature）  

山元 啓史 教授  0-1-0  2Q  

 留学生を対象とする。本講義では，より高度な日本語の学習と日本文学を読みこなす上での基本的な知識をディスカッ

ションを通して学ぶ。文学には，現代語に関わる重要な前提が豊富に含まれている。題材は「古典文学」「近代文学」「現

代文学」などを取り上げる。３種類の言語の特徴がわかるように教材を用意し，学生同士が自分が気づいた日本文学のお
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もしろさを紹介する授業を行う。コース最終回では，日本文学紹介発表会を行う。 

 
日本文化演習：ことばと社会（Japanese Culture :Language and society）  

山元 啓史 教授  0-1-0  1Q  

 留学生を対象とする。本講義では，より高度な日本語の学習と日本社会におけるさまざまな問題をディスカッションを

通して学ぶ。「鎖国・開国」「軍事・戦争」「教育・受験」「産業・消費文化」「インターネット社会」などグローバル化の歴

史を概観できる授業を行う。授業での例をもとに，「格差社会」「少子高齢化」「地球温暖化」他，自分たちでテーマを選

び，グループ毎に発表会を行う。発表会は「紙芝居」「ボードゲーム」「人生ゲーム」「マンガ」など興味ある形で自他の発

表を通してより多くの情報が整理できるように行う。 
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